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色眛と純度を加眛 した 白色度式
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1t はじめ に

　CIE 自色度式は同系毓の 色味や 蛍光性 を有す

る試料群に灣 して は有効で あるが 、さまざ まな色

味を持つ 試料群にはあまり有溺でない ことが判 っ

てきて い る。
1，

そこ で少 しで も視感評驫 と
一

致す

6 ような自色慶式の 作成を心がけて きた 。そ の 結

果、以下 の ような 白色度式 を紹介 したい 。まだ試

作の 段階で あるが 、閥連分野の 方々 の ご教導を賜

りた い 、

2 ．自色度式の条件

　前報で 、い くつ かの 白色度視感評価実験の結果

を多変鍾解析 したとこ ろ、白さの 困子 は明度、色

昧、色味蠶 、蛍光性な どで ある こ とが判 っ た。
V

それ らの 囲子 を考 慮 しなが ち、白色度式に必要な

粂件を次のよ うに考えた 。

2 、 1 ．明度戀i覚
　明度が高い こ とは自さの 必須条件である。しか

し実際には高明度同士の 試料で あれば、明度の 高

い黄味白より、明度の やや低い青味自の 方が よ り

白く憑ず る、例えば、日本色彩学会白色度表示方

法研究委員会の 白紙試料の 実験では 、多くの被験

者が完全拡散反財露 に近い試料よ り青昧試料の 方

を自く感 じて い る。従 っ て 、色度図上漁る範囲以

内にお い て 、青味白の 方が黄昧白より白色度評価

が高くなるような白色慶式で ある こ とが必要であ

る。

2 ．2 ．基準繊

　上記の 明度憑覚か ら、同一
魚味や蛍光性 をもつ

白色物質は蛍光強度の 高い方か ら低い方へ と白色

度評価数をつ け るとい う仮説が成 り立つ 。C 工E

白色度式の 基準線は こ の 仮説に立 脚 して い ると思

われ 、次式により色度図上、色味TtS，teお よび T

”がゼ ロ の 場合をニ ュ
ートラル領域である とする。

　T ，，　，の
＝90 （0．3138−x ，ae＞−650（O．　3310−y，le）

　 T ，
＝ leoO（0。3127−x ）−65eくO．　3291−y）

しか し、こ の 基 準線が個々 の被験者に対 して も基

準線にな りうるか どうかの 疑問が 残る 。 そこで個

々 の 被験者の 基準隷 を調査 した 。

　 a ，方法

　CI 巳1964補助標準観測者の基礎データ とな っ

たStiPes−Burchの 2 人の 等色関数h 。蜘 5 。の データ

を周い て 、観測巻の 基準線の 主波長と勾配 と方向

性を求め た 。

　 b ．結果 ・考察

　標準観測者の 主波長は約465nmで あるの に対 し、

20人の主波長は 459−469nmの 閭にあ り、勾 配や方向

性 もあまり差がない こ とが判 っ た 。また実際の 視

感実験におい て 、基準線に近 い 色境座標 をもつ 白

色物質の方が離れた ところに位置する白色物質よ

り高い 評価を受けて い る こ と、蛍光増臼剤 を濃度

順に染色する と、お よそこ の 基準線 に沿 っ て 黄味

一・青味方 向に染 着す るこ とか ら、C 工E 白色度式

の基準繊は ニ ュ
ー

トラル であると してよい と思わ

れ る。

2 ． 3 。飽 味感覚

　霰験者の 色好み と好み の 色味の 量は千差万別で

ある 。 しか し、色度図上 で単純に基 準線上 に色度

点の ある試料 と基準線か ら離れた とこ ろ の 試料を

比較する と、何色妊み の 被験者で も基準線上 の試

料の 方をよ り白い と評価する こ とは容易に予想 さ

れる。そ こ で 、基準綴かちの 距離に対するなんら

か の ウ ェ
ー

トをつ ける よ うな白色度式を作れ ば良

い こ とになる 。

2 ． 4 ．紘度

　 CIE 臼色度式の 適用 嗣限40≦ W ≦ 5Y−280は試

料の 視感反 射率を制限す るばか りで はなく、色度

図上の青味方向におけ る隈界点も決めて い る。そ

の 意味ではこ うした規定方法は有意義で ある と思

われ る 。しか し、こ の ままで は 高明度試料ほ どあ

るい は完全拡散反射面に近 い 試料ほどこ の制限を

容易に ク リア
ー

で きるが、やや低明度の 試料には

きわめ て厳 しい 制限と い える 。例えば前報や箭 々

報
2 ，

の 視感実験 におい て 、適用制限外の 試料の 中

に視感的に 白色度評価の 高い 試料が少なか らず含

まれ て い た 。 また 、5Y−・280を境に して
一

方は最高
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臼色度捲数、他方は 自色と して 認め ない と い うの

も極端すぎると思われ る 。 そこで調査 をした結果 、

最高白色度指数を5Y−275とすれば良い こ とが判 っ

た。さちに、Y 麟この儘を超 えた試料に は璽み 付

けを して 自魚度評価を低下させ るよ うな白色度式

を考案すれば良い わけである ．

3 ，白色度式

　前節の条件を踏まえ、色昧と純慶の 璽 み付けを

考慮をした白色度式を次に紹介する 。

＊ C 正E ）くieYieZtm 表色議 寧

　40〈CIE 、，ie 〈5Yie−275の 場含

　　W 圓e ＝ CIE 騨，te − kagTele漏

　 CI   ，te＞5Y−275の罎含

　　Wae＝P 。，tg
’−kreTH，13

ここで、

　　C 玉E ．，tm ＝Yta＋800（Xn ，」re
−x 期 ）

　　　　　　 鷺 700（yn ，1ザ yle）

　　PN 。1m；（5Ytm−2ア5）− 1800（0．2742

　　　　　 ＋ 辱00i542（100−Y】ta＞−xle＞

　　　 ＋17 9（0。2762＋0．002112（100−Y畑 ）−Yle）　l
　　T 回，te ＝9 O（Xn ，s9 −Xie＞

−650（yn ，1ザ y■巳）

＊ CIEXYZ 表色系 ＊

40〈CIE 凶5Y−275の 場合

　 W ＝CIEUtkTu

ClEQsY −275の驫合

　 W ‘Pw−kT 騨

ここ で 、

　　C 正 EfY ＋800（X バ x）†1700（yn−Y）

　　P ”
；（5Y−−275＞−　1800（0．2761＋0． 01404（100

　　
−Y）｝x）＋17  0（0．2727＋0．002160（10〔トY）−y）　t

　　T 。
； 100  （X バ x）

−650（Yn−y）

CIEw ，：s ：試料の XieYimZie表色系にお け

　　　 る CIE 白色度詣数

CI 日。：試料の XYZ 表色系にお ける CIE

　　　 白色度指数

Xt9
、
　 Yte：eCPtの XteYieZaa表色系 にお ける

　　　 色魔座標

x
、 y：試麟の XYZ 表色系に お ける色度座標

勘 ，職 yn 調 ：完全鉱散反射颪の XteY 　t臼Z 　ie

　　　 表色系における色度座螺

us 、　 yn ：完全拡敬反射面の XYZ 表色系におけ

　　　 る色度座嬢

蛤 田 ：T 。 ，tdi／0．6（小数点以下切上げ）

k ：T 。〆0．6〈小数点以下 切上げ）

4 ．等白色度線

　上 白色度式の 等白色度綴を図1に示す 。

5 ．視感評価 との 相関

　上白色度式 を用い て 算 出 した 臼色度指数 と前報

の観感評価における白布試料との 相関は r 副 ．79

49、七　m＝5．24＞t （16，0．01）＝2．97、自紙試料では r 団

；O。8438、t　e
＝8．17＞t （27，0．Ol）＝2．83、前 々 報 の試

料では （順位相関係数 （Spea鵬 n）r 曲 ＝ 0．7076＞r 、（

49， 0．01）＝0．288で あることが判明 した 。 こ の 白魯

度式は 白色度領域が広が り、色 味と輔度の増加に

よ り段階的に白色度指数が減少す る。特に色度図

上比較的集中して い る試料群に対 し効果をあげて

お り、案状に即 した もの と思われる 。

　最後に 、ご指邁頂い た大妻女子 大学福田教授に

深 く愚謝致 します．
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